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厚生文教常任委員会先進地行政視察報告書

過般、厚生文教常任委員会において先進地行政視察を実施したので、その結果を別紙

のとおり報告します。
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厚生文教常任委員会道外視察報告書

１ 視察先 岡山県浅口市

２ 視察日程 令和４年10月24日（月）～10月27日（木）４日間

３ 参加委員等 厚生文教常任委員会 室﨑委員長、杉田副委員長、石澤委員、

音喜多委員、金子委員、堀委員

随行職員（町長部局） 諸井観光商工課長

（教育委員会） 千葉海事記念館長、菅原文化財係長

（議会事務局） 佐藤議事係長

４ 視察対応者 浅口市議会 議長 伊 澤 誠

浅口市議会 副議長 大 西 恒 夫

浅口市教育委員会 教育 次 長 難 波 勝 敏

浅口市教育委員会ひとづくり推進課 課長 田 中 有 正

浅口市教育委員会ひとづくり推進課 課長 補 佐 平 井 敏 之

浅口市教育委員会ひとづくり推進課 主幹 水 田 貴 士

浅口市教育委員会 岡山天文博物館 館長 粟 野 論 美

浅口市議会事務局 局長 平 本 仁 至

浅口市議会事務局 書記 内 田 哲 司

浅口市寄島町アッケシソウを守る会 会長 藤 沢 福 夫

浅口市寄島町アッケシソウを守る会 顧問 花 房 泰 志

浅口市寄島町アッケシソウを守る会 顧問 作 田 雅 利

岡山理科大学 名誉教授・理学博士 星 野 卓 二

寄島町漁業協同組合 代表理事組合長 三 宅 秀次郎

浅口市産業建設部 部長 倉 田 裕 史

浅口市産業建設部産業振興課 課長 佐 藤 秀 志

京都大学理学研究科岡山天文台 非常勤職員 戸 田 博 之
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５ 視察調査結果

(1) 浅口市の概要

浅口市は平成18年に北から南に並ぶ金光町、鴨方町、寄島町が合併して誕生した。

岡山県の南西部、倉敷市の東隣に位置し、瀬戸内海に隣接する自然豊かなまちで、

人口３万3,440人である。面積は66.46㎢で厚岸町の11分の１となっている。

岡山県内で一番小さい市であるが、倉敷市や岡山市からのアクセスもよく、「星と海

のまち」として注目を集めている。

北部の金光町地区は金光教の本山があり、中央の鴨方町地区はアジア最大級の3.8ｍ

望遠鏡を備える京都大学岡山天文台、日本最大級の188cm望遠鏡を備える国立天文台を

始めとした様々な天文施設がある。また南部海岸域の寄島町地区にはアッケシソウが自

生する。

温暖な気候と豊かな自然環境に恵まれ、良質な水資源を活かして手延べ麺、酒、牡蠣

などが特産品となっている。

市全体では人口減少、少子高齢化が進んでおり、空き家や耕作放棄地対策が大きな課

題になっており、若い世代を巻き込んで市の活力をいかに維持していくかが求められて

いるとの説明を受けた。
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(2) アッケシソウの保全活動について

浅口市は本州で唯一アッケシソウの自生地を持つ町である。

自生地はアッケシランドと名付けられ、「アッケシソウを守る会」が中心となり、観察

会、環境整備、アッケシソウ祭りと官民挙げてその保護育成に力を入れている。また岡山

理科大の植物学者の指導を受けＤＮＡ分析など高度の学術的裏打ちも怠りなく、アッケシ

ソウ通信という広報誌を出し、大切に保護育成し町の象徴として活用している。当町の名

前が付くアッケシソウを通して、浅口市の行う町づくり施策を視察した。

① 寄島干拓地

浅口市の南西、瀬戸内海にせり出した寄島干拓地の一角に自生地がある。場所は１km

ぐらいの堤防の内側にある。

寄島の沿岸部は塩田であったが、1970年代に干拓事業で締め切り堤防が東側と南側に

設置され、現在の寄島干拓地ができあがった。塩田の跡地は住宅や工業団地となった。

② 瀬戸内海のアッケシソウ自生地

瀬戸内海におけるアッケシソウの自生地は多く確認されていたが、海岸の開発等によ

り姿を消してしまった。徳島県鳴門市、香川県高松市屋島、香川県坂出市では姿を見る

ことができない。現在、瀬戸内沿岸で数カ所人工的な栽培地を見ることができるが、自

生地はほぼなくなっている。

アッケシソウは環境省が指定している絶滅危惧種にもなっているが、岡山県でも絶滅

危惧の１類として分類されている。

③ 浅口市のアッケシソウ自生地

本州唯一の自生地であり、今回視察した浅口市のアッケシソウは堤防と遊水池の間に

自生していて、高さが最大40cm以上になる。アッケシソウ自生地はＡ～Ｅの５地区で形

成されていて、発見された順番でアルファベットがついている。（後図参照）

Ａ、Ｂ地区には観光的な鑑賞や全体観察の出来る地区、Ｃ地区は木道設置でより近く

まで行って写真を撮ったり、虫眼鏡で見ることができる体験ゾーン、Ｄ地区はアッケシ

ソウとヨシをそのままにした自生区域として区分けし、アッケシソウの変遷の情報収集

を図っている。

Ｄ地区では昨今イノシシがアッケシソウの近くでヌタ（イノシシやシカなどの野生動

物が体に付いたダニなどの寄生虫を取り除いたり体を冷やすために行う泥浴び）をして

おり、野ウサギ、鹿、アライグマなどの野生動物が夜に活動している痕跡がある。アッ

ケシソウが食べられる被害はない。
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④ アッケシソウを守る会

ⅰ アッケシソウの自生地、保護活動はアッケシソウを守る会の活動で成り立っている。

これは住民組織が主体となっている活動で、行政は後方支援をしている。

ⅱ アッケシソウの発見と守る会の発足

平成15年11月に山本淑郎氏が遊水池付近の雑木やヨシの中で赤い植物を発見し、専

門家による鑑定の結果、アッケシソウであることが確認された。翌年の２月にアッケ

シソウを寄島町の文化財・天然記念物に指定している。

同年７月には「寄島町アッケシソウを守る会」が設立した。総会で会員44名の中で

初代会長に岡山県の研究職の技師であった応本圭司氏がなった。

ⅲ アッケシソウのＤＮＡ鑑定

平成17年２月に岡山理科大学の星野卓二教授によるアッケシソウのＤＮＡ鑑定結果

がわかり、この時点で北海道と寄島のアッケシソウのＤＮＡは一致せず、韓国のもの

と一致するという研究結果が出ている。

ⅳ 守る会厚岸町訪問

同年９月にアッケシソウを守る会の先進地視察で厚岸町と、網走市の能取湖を来訪

している。厚岸町では応対に出た教育委員会の職員が厚岸町にはアッケシソウはない

との返答で成果を得ることはなかったという。

ⅴ アッケシソウ祭り、アッケシソウ通信

自生地の名称を「アッケシランド」と命名した。紅葉時期の案内ガイドを始める。

平成20年10月にアッケシソウ祭りの活動が開始された。

平成23年10月にアッケシソウ通信第１号が発行され、その後１年ごとに発行されて

いる。

ⅵ 行政に答申

平成27年にはアッケシランド将来構想検討委員会を設立し、浅口市に対してアッケ

シソウビジョンを行政に答申している。

保護活動を10年以上にわたり続けていくと周囲の団体の目にも留まり、各団体より

助成金を受けた。これが保護活動の資金源になる。

守る会への市からの補助金は年５万円、経費は会費と助成金が殆どである。

令和２年以降は新型コロナウイルス感染症の影響により活動は縮小され、年３回の

草刈りについても地元のスポーツ少年団や高校生、部活動の参加ができなくなり、守

る会のみの活動になってしまった。また行われていた紅葉時期の案内ガイドも見合わ

せている。コロナ終息を見て活動を活発化させることを考えている。

⑤ 行政の取組

ⅰ 浅口市がどのように関わってきているのかは次のとおり。

説明パネルや案内看板の設置、木道の設置、擬木柵の設置をした。
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これにより大きい面積のＡ地区、Ｂ地区と保護区である多区域との区分けが明確に

なり、親しみを持って観察していただける場所にした。

平成23年から岡山理科大学星野教授によるアッケシソウの生育研究が委嘱した。

また、雑木を２ｍくらいに枝を払ってやることで風通しを良くし、夏場高温になる

自生地の環境を改善してやることでアッケシソウの枯死を防止した。

アッケシソウの生育研究は守る会が岡山理科大学と共同研究を行い、塩分濃度の測

定や土壌の調査などを行っている。

ⅱ 海水導入

令和３年に海水導入工事を行い、環境の改善がなされた。

星野教授の提言により昨年度Ａ・Ｂ地区で海水導入をした。堤防に当たる海水を塩

ビ管で遊水池に導くシステムになっている。野井戸を掘って瀬戸内海の干満の差を利

用して自噴をするようにした。 海水が入ることで自生地区全般に栄養が行き渡り、

環境が改善され一帯を赤く敷き詰めるアッケシソウが見られるようになった。

アッケシソウに比べるとヨシは塩分に弱く、海水導入によりヨシの繁茂の勢いが弱

まった。また近年見られなかった汽水域に生息する巻貝「ウミニナ」が見られるよう

になった。環境が改善されると生物は戻って来る。

⑥ 市民による環境整備

アッケシソウ自生地はヨシに覆われているため、ヨシを刈らないとアッケシソウがヨ

シに負けてしまう。ヨシ原の整備により、当初460㎡あった自生地が現在3,000㎡ほどま

で増えている。瀬戸内ではヨシがアッケシソウの天敵である。

スポーツ少年団の会員が朝７時から親子連れで草刈りをし、地元の清掃センターの人

がボランティアでパッカー車を持ってきてそれに積み込んでいる。また、高校生も部活

動で参加し活動をし、地域のいろいろな団体や企業が活動に参加する様が見られる。地

元市民の協力なしに保護はできない。

アッケシソウを守る会の普及啓発活動として小学生の総合学習の時間に自生地や学校

で説明をしている。

小学生が１年通じて研究したものを３月の参観日に保護者向けに発表してもらう。

おかやま山陽高校のユネスコ部がアッケシソウの研究をしている。

寄島町出身の高校生がアッケシソウの研究テーマを発表し、岡山県の優秀賞を受賞し

た。

着実にアッケシソウに興味を持つ若い人が育ってきている。

アッケシソウを守る会が中心となり若い人達にアッケシソウの魅力を伝え、それを見

て若い人がアッケシソウの研究をする。

守る会の高齢の会員と若年層との世代間交流が図られている。
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⑦ アッケシソウ祭り

アッケシソウに関心を持ってもらうため、アッケシソウ祭りを行う。時期はアッケシ

ソウが赤く色づく紅葉の時期、10月第２週から３週にこの景色を観賞してもらうもの。

屋台を出したり、物販をしたりする類いのものではない。初めて行った平成21年は来

場者が１万人を超えたが、現在は3,000人程度を推移している。

また、アッケシソウは紅葉時期だけでなく、９月の開花時期可愛らしい白い花をつけ

るのも見て楽しいものである。開花宣言をマスコミを通して行い、この観察会も行って

いる。

なお、令和２年以降、コロナ感染症の流行によりアッケシソウ祭りは自粛し、アッケ

シソウの一般公開に切り換えている。

⑧ アッケシソウ通信

守る会では平成23年から広報誌アッケシソウ通信を毎年発行している。

専門家のアッケシソウに関する記事や守る会の活動、市長や市民のアッケシソウに寄

せる思いなどの記事が満載で、Ａ４版４頁で発行されている。

⑨ 岡山理科大学星野教授の研究

ⅰ 寄島町（浅口市）はアッケシソウが発見されてすぐ植物分類系統学の研究者である

岡山理科大学の星野教授に連絡をとった。その後平成24年から浅口市と岡山理科大学

は学外連携協定を結び、アッケシソウの成育研究調査を行っている。土壌調査、塩分

調査や植物の変遷等の総合的な調査をした。

この基礎調査があってこそ、今のアッケシソウの生育が維持できている。これまで

科学的な数値はまったくなかった。植物や自然界のものだと数字的なデータを収集し

ておかないと太刀打ちできないと思っている。

ⅱ 地元古老の話によると、秋になると塩田近くは真っ赤になったいう。ひょっとする

と古くからアッケシソウがあった可能性がある。

星野教授はＤＮＡ分析の結果、寄島のアッケシソウは韓国から交易で持ってきた可

能性が強いという韓国の起源説を提唱している。

また、市の委託を受けアッケシソウの保護保全方法の研究に取り組み、種々の提言

を行っている。

ⅲ 星野先生の研究のまとめとして、アッケシソウの保護保全には次のことが大事とさ

れる。

ア 適度な海水の供給

イ 雨水や海水がよどむのを防止する。アッケシソウの生育を阻害する硫化水素の

発生を防ぐ。

ウ 定期的な草刈り
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エ 虫害への対応（アッケシソウキバガ）

オ 粘土を含む土壌混入の防止

その提言に基づき、守る会と行政でいろいろな取組を行っている。

⑩ アッケシソウキバガ

アッケシソウキバガの食害は日本で初めて確認されたもので、平成25年の梅雨の期間

中に守る会の会員よりアッケシソウが枯れていると連絡を受けた。

調査したところ、先端部分が折れているものが見つかり、観察すると繭のようなもの

が多数確認できた。これを振ると小さい羽の生えた虫が飛び始めた。星野教授と調査を

開始した。

キバガ研究者の鹿児島大学坂巻先生により、アッケシソウキバガと名付けられたこの

昆虫は、アッケシソウの中に卵を産むため表面からは虫を確認できない。茎を折って中

を見ると、茎の中で食害を起こしていることがわかる。アッケシソウキバガは３カ月で

成虫になり年４回卵を産む。大変な勢いで数を増やす。

令和元年にキバガが発生した際には薬剤散布（スミチオンを1,000倍希釈）により抑

止できた。当初守る会の会員が薬品散布作業をしたが、素人には危険を伴う作業であり、

3,000㎡の薬剤散布はとても大変なので、翌年からは市の予算で専門業者に業務委託し、

５月末と６月に薬剤散布をしている。薬剤散布の効果もありその後被害はない。

なお、薬剤散布については研究者の指導を受け行っている。回数は年２回数時間程度、

雨により自然界に流れても害はない。

また、星野教授の言によると、この害虫の発生した時の気候は高温多湿の時期であり、

厚岸町では気温も低く生育環境も異なるので、アッケシソウキバガの発生は考えられな

いとのことであった。

⑪ 広報活動

アッケシソウについての紹介や、アッケシソウを守る会の活動が新聞やテレビで報道

されることで、アッケシソウ自体やその保護活動も広く皆に周知されていく。

その意味でもアッケシソウ通信のような広報誌やマスコミ対応は重要である。

アッケシソウを守る会は多くの賞を受賞している。外部の方から評価を得ることは守

る会の会員や関係者にとって活動の糧になり、活動がより活発になっていく。

また公的な機関の表彰を受けるとその評価に基づき、後の民間活動助成が受けやすく

なる。

行政としては公的活動評価を上げるためいろいろな機関に働きかけるなど側面からの

支援も怠らず行っている。
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【市役所内研修】

・会場の様子 ・会場の様子

・議長あいさつ（伊澤議長） ・委員長あいさつ

・副議長あいさつ（大西副議長） ・平井課長補佐の説明

・研修の様子 ・浅口市役所庁舎玄関前にて



- 10 -

【アッケシランド視察】

・アッケシソウを守る会の役員 ・アッケシソウの様子（Ａ・Ｂ地区）

・アッケシソウを守る会による説明 ・テレビ取材を受ける様子

・アッケシソウを観察（Ｃ地区） ・岡山理科大学星野教授の説明を受ける職員

・アッケシソウの説明看板 ・アッケシランドにて
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(3) 牡蠣作業場見学

寄島漁協は、岡山県下で一番のカキ養殖を行っており、その説明を受けた。

① 寄島町漁業協同組合

昭和24年設立、正組合委員50名、准組合委員85名、総計135名

小型底引き網 57隻、 小型定置網 ３棟 流網外

カキ養殖 16経営主体 25名義 85筏

令和３年実績、年間売上高４億8,200万円

漁船漁業 7,500万円

カキ養殖 38,600万円

直売所外 2,100万円 となっている。

② カキ養殖

稚貝から７～８ヵ月出荷、抱卵を迎えないで出荷するヴァージンオイスターとして高

い評価を受けている。

方式は広島と同様筏の垂下式をとり、孟宗竹の大きな竹を利用する。ホタテ盤種苗を

広島、宮城、岡山県東部海域から購入している。寄島ではゴールデンウィーク頃にホタ

テ盤稚貝の本格養殖を始め、11月には出荷が可能となる。

出荷時期は11月半から３月31日まで、全て加熱調理用として出荷している。

カキは地方発送が多いが、ここは昔から加熱調理用として出荷していた。加熱調理用

として廉価に販売するため人気がある。

漁の期間は３月31日までだが、２月の終わりくらいから筏の下を底引きで拾う。自分

の筏の下は自分できっちり清掃をする。

③ カキ祭り

寄島のカキ祭りは、２月漁協が主催して行われる。漁港を使ってカキ等の販売が行わ

れるが、２千人くらいの長い列ができる。

海と魚の祭典は、12月に市が補助金を出して関係者が実行委員会を組織し、運営を行

う。コロナ禍前はワタリガニのお汁や焼きガキを食べることができた。何れも地元の青

年団体等が一緒にブースを出して焼きそばを売ったりもしているが、中心は漁協や事業

者となる。

なお、海と魚の祭典は今年も中止となった。コロナ感染症の流行によるが、温暖化の

影響で12月ではものがそろわないと言う事態が出てきている。時期について検討しなけ

ればならない。
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④ 浅口ブランド

浅口ブランドの認定は商工会が行う。地元の生産者が作ったものに浅口ブランドの冠

を付けるもの。以前は原材料も加工も浅口市内でなければならないとしていた。しかし、

原材料の市内調達は難しく、加工のみ市内というものも認めるか、現在そのあり方を検

討している段階である。

認定品の付加価値、売込み、認定品とされることのメリット、検討すべき事項は多い。

・寄島町漁業協同組合での説明 ・三宅代表理事組合長のあいさつ

・質疑の様子 ・牡蠣剥き小屋

・浮桟橋の状況 ・佐藤産業振興課長の説明
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(4) 岡山天文博物館・京都大学岡山天文台

浅口市は夜の晴天率が日本一高い地区である。空気も澄んでおり星の観測に最適な地域

とされている。安倍晴明が天体観測を行うためこの地に居住したとの伝承もある。

そのため浅口市及びその周辺地区には大小多くの天文台がある。

浅口市の運営する岡山天文博物館と、国立天文台岡山天体物理観測所、京都大学岡山天

文台は同一敷地内に設置されている。市の岡山天文博物館、京都大学岡山天文台の「せい

めい望遠鏡」を視察した。

① 岡山天文博物館

ⅰ 1960年東京大学東京天文台附属岡山天体物理観測所と共に開館した。運営は岡山県、

金光町、鴨方町、矢掛町で構成された運営委員会で行われてきたが、国立天文台への

改組に伴い現浅口市に移管された。

ⅱ 太陽観測室では太陽表面のプロミネンスや黒点の観測ができる。

展示室ではシュミット望遠鏡で瀬戸大橋を見ることもできる。タッチパネル形式で

体験型ソフト内蔵の大型モニター、４次元デジタル地球儀のほか、国立天文台岡山天体

物理観測所の188センチ反射望遠鏡と主鏡3.8メートルのせいめい望遠鏡の20分の1模型、

プラネタリウム光学投影機（先代の投影機を保存展示している）が展示されている。

ⅲ プラネタリウムは平成30年博物館のリニューアルオープンに会わせて光学式とデジ

タル式を組み合わせたハイブリッド式投影機ＧｅｍｉｎｉΣを導入した。費用は約１

億円とのこと。

投影された動画は「秋の星空解説」「宇宙・観測～探せブラックホール」「私が愛

する街あさくち」の３本で、何れも大人も子どもも楽しめる質の高いものであった。

ⅳ 博物館活動は質の高い行事が活発に行われている。市民に宇宙を学び天文に親しん

でもらおうとする努力を強く感じた。

幼児から小学生を対象にした実験や工作、中学生・高校生を対象に天文・宇宙を学

べる大学合同進学説明会、せいめい望遠鏡の特別公開、せいめい望遠鏡の新しい観測

装置や、スーパーカミオカンデによる超新星爆発の観測についての講演会など目白押

しである。

また、金光地区にある学園は多くの天文学者を輩出していることでも有名で、現在

も天文気象部が活動を続けている。

② 京都大学岡山天文台せいめい望遠鏡

ⅰ 平成30年東アジア最大となる口径3.8メートル光・赤外望遠鏡「せいめい」が誕

生した。設置場所は岡山天文博物館の隣である。せいめい望遠鏡には多くの新技術

が盛り込まれている。



- 14 -

ⅱ 口径3.8メートルの主鏡は18枚の分割鏡。

分割鏡は小さな鏡を何枚も組み合わせて１枚の大きな鏡として機能させる技術で、

一般的には六角形の鏡を使う。せいめい望遠鏡では光学性能が高い扇型の分割鏡で

世界初となる「花びら形」を採用している。

ⅲ 鏡面は「超高精度研削加工」という新技術で作成され、ナノメートルレベルの精

度を実現している。これまで長い時間をかけてガラス材を研磨していたが、せいめ

い望遠鏡の分割鏡では、超高精度な研削加工を取り入れることで研磨に必要な時間

を大幅に短縮することに成功した。

ⅳ 分割鏡であるため観測状況に合わせて複数の鏡を高精度に制御し、１枚の大きな

放物面を作ることになるが、鏡の裏面に「ホイフルツリー」という支持機構を採用

し、鏡面のずれや歪みを自動的に検知し補正する。

ⅴ 架台は望遠鏡が天体を高速かつ正確に追えるようにするため、軽くて丈夫なこと

を要求される。鏡を真下から支える円弧状のレールの採用や、空間建築に使われる

トラス構造を取り入れている。架台の設計には最新の技術「遺伝的アルゴリズム」

（コンピューターのプログラミングにおいて生物の進化の過程や自然淘汰を模すこ

とにより最適解を導く手法）が使われた。

ⅵ これらの技術は全て純国産で、将来30メートル～100メートル級超大型望遠鏡の

基礎技術になるという。

ⅶ 望遠鏡ドームの中に入り、望遠鏡を手で触ることのできる位置で説明を聞いた。

主鏡で集められた可視光と近赤外線は副鏡でさらに絞られ、第３鏡でほぼ直角に角

度を変え横にある分析器に入る。分析データは望遠鏡の設置された部屋の下の階で

モニター等に観測される。

ⅷ せいめい望遠鏡の観測対象は、重力波対応天体、超新星爆発、スーパーフレア、

太陽系外惑星などが挙げられる。世界中の研究者により共同利用が行われている。

この望遠鏡は、大口径にかかわらず軽く頑丈で、可動性が抜群という。夜空に突

然現れる天体も１分程度の時間でその天体に望遠鏡を向けて観測できる。

先般「はやぶさ２」の地球帰還の際、その姿を最初に鮮明に捉え話題となった。
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【岡山天文博物館視察】

・岡山天文博物館 ･粟野館長の説明

・太陽観測室で太陽を観測 ・以前使用していたプラネタリウム光学投影機

・プラネタリウム室 ・岡山天文博物館正面玄関前にて
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【京都大学岡山天文台視察】

・京都大学岡山天文台

・説明を受ける様子

・戸田非常勤職員の説明

・東アジア最大級のせいめい望遠鏡 ・せいめい望遠鏡の口径3.8メートル主鏡


